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【資料 国勢調査】 

【資料 国勢調査】 

  
（１）位置と地勢 

高島市は、滋賀県の北西部に位置し、総面積は６９３ｋ

㎡（琵琶湖を含めた面積）、総人口は約５万３千人を擁して

います。本市の東部は琵琶湖に、南西部は比良山地を境に

大津市および京都府に、北西部は野坂山地を境に福井県に

接しています。気候的には積雪量の多い日本海型気候で、

晩秋には「高島しぐれ」と呼ばれる降雨がしばしばありま

す。 
 

（２）人口の変化 

平成２２年の国勢調査における本市の人口は５２，４８６人で平成１７年との比較

では約２．７％の減少となり、引き続き減少傾向となっています。 

年齢別人口の構成比において、平成１７年と平成２２年との比較でみると、１５歳

未満の年齢層が減少し、６５歳以上の年齢層が増加していることから、平均寿命の伸

び、出生率の低下、若年人口の流出等を背景に少子高齢化が急速に進展しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．高島市の地勢 

１５歳未満 １５歳～６４歳 ６５歳以上 １５歳未満 １５歳～６４歳 ６５歳以上
昭和３０年 17,632 31,528 4,383 32.9 58.9 8.2
昭和３５年 16,090 31,593 4,637 30.8 60.4 8.9
昭和４０年 13,550 31,825 4,974 26.9 63.2 9.9
昭和４５年 11,859 32,477 5,482 23.8 65.2 11.0
昭和５０年 11,367 32,041 6,107 23.0 64.7 12.3
昭和５５年 11,248 32,878 6,800 22.1 64.6 13.4
昭和６０年 11,093 33,451 7,468 21.3 64.3 14.4
平成　２年 10,098 33,316 8,595 19.4 64.0 16.5
平成　７年 9,712 34,146 10,503 17.9 62.8 19.3
平成１２年 8,720 34,361 12,354 15.7 62.0 22.3
平成１７年 7,651 32,782 13,517 14.2 60.8 25.1
平成２２年 6,702 31,098 14,640 12.8 59.3 27.9

年齢別人口（人） 年齢別比率（％）

高島市年齢別人口階層表・比率
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【資料 高島市統計書】 

単位：ｈａ 

注１）田、畑、宅地、池沼、山林、牧場、原野及び雑種地は評価総地積 

注２）その他は非課税地積 

田 畑 宅 地 池 沼 山 林 牧 場 原 野 雑 種 地 そ の 他

4,857 561 1,256 32 10,958 1 1,152 486 31,834

（３）土地利用 

本市は、滋賀県でも最大級の面積を有し、人口密度は県内の市の中で最も低い地域で

す。 

近年の土地利用形態は、森林や農用地が減り、宅地が増える傾向が続いていますが、

集落内には空き家が目立ち始める地区があり、昭和の宅地開発ブームの時期に造成され

た別荘地や宅地分譲地の中には、まだまだ多くの未利用地があるのが現状です。今後は、

必要以上の土地が開発されるのを抑制するなど明確な利用調整による土地利用の促進が

必要です。 

 

高島市土地利用種別面積（平成２３年度） 
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２．高島市の環境行政の枠組み 
 

●高島市環境基本条例 

高島市環境基本条例（平成１７年制定）は、環境の保全と創造についての基本理念、

市・市民・事業者（企業）の責務、施策の基本事項を定めており、本市の環境行政の

基本となるものです。この条例には、環境基本計画の策定や市民・事業者と協働で環

境保全活動に取り組む仕組みなどを規定しています。 

  また、平成２３年度には社会情勢を反映させた中間見直しをしております。 

 

●高島市環境基本計画 

高島市環境基本計画は、人と自然が共生する良好で豊かな自然環境を将来の子ども

たちに引き継ぐこと、地域の歴史、風土、文化などを生かし育むこと、人類共有の課

題である地球環境の保全に向けて、環境への負荷を軽減する循環型社会を築き上げる

ことを目的とし、市の施策をはじめすべての事業活動は、環境を優先して行うととも

に、市民の意見を最大限に活かし参画と対話を通して行うものとしています。 

高島市新市建設計画における、将来目標像『水と緑 人のいきかう 高島市』に基

づき、人と環境の良好な関係に重点を置き、本市の将来像について、長期的、総合的

な施策の指針を環境面での総合計画として位置づけています。 

   

 ●環境基本条例体系図 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境関連条例 

・高島市未来へ誇れる環境保全条例 
・高島市景観の形成および景観計画に

関する条例 

環境関連計画 

・高島市環境マネジメントシステム計画 ・高島市地域新エネルギービジョン 

・高島市一般廃棄物(ごみ)処理基本計画 ・高島市地域省エネルギービジョン 

・高島市生活排水処理基本計画     ・びわ湖源流の郷たかしま戦略 

                                  他 

 
高島市総合計画 

高島市環境基本条例 

高島市環境基本計画 

２．高島市の環境行政の枠組み 
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高島市は、琵琶湖をはじめ里山などの豊かな自然に恵まれています。しかし、近年、

外来魚の増加や水草の繁茂など生態系に大きな変化が起きております。また、各種の開

発や人々の生活様式の変化による環境や生態系への影響が懸念されています。このこと

から、自然環境について保全・再生を図り、豊かな自然を未来に引き継いでいくための

対策が求められています。 

 

●自然保護と農林漁業の連携 

○環境保全型農林漁業の活性化 
森林、里山、川、農地、琵琶湖の自然と農林漁業は密接に関連しあっている

ことから、環境保全型の農林漁業を活性化し、自然環境の保全を図ります。 
 

●森林、里山の保全 

○雑木林の保全、里山保全の推進 
里山保全団体の育成や自然観察会、里、山、林を知る

ための講座開催、森林体験を通して森林、里山の保全に

取組みます。 
○竹林の整備 

竹林整備を推進します。 
○間伐材等の活用 

間伐を進め、人工林の多面的機能を向上させるとと

もに、間伐材等の有効活用に取組みます。 
○奥山の自然植生の保全 

琵琶湖の水源域であり、野生鳥獣の生息場所でもあ

る奥山に残された自然植生を損なわないよう維持しま

す。 
 
●動植物の保全 

○鳥獣被害の防止 
鳥獣被害防止のために集落、農地周

辺の森林整備、有害鳥獣の個体数の制

限に取組みます。 
○野生生物の生態系の保護 

動植物の生息調査、希少種の指定で

生態系の保護に取組みます。 
 

３．豊かな自然環境の保全 
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○河川水質の監視 

    定期的に市内の河川の水質検査を行い、河川等の水質の監視に取組みます。 
○河川水量の確保 

    森林や農地を保全することにより、安定した河川水量の確保に取組みます。 
○排水対策の推進 

水を汚さない、汚れた水を流さない取組みを推進します。 
○水質悪化の防止 

主要河川での水質検査を行い常に状況を把握するとともに、ヨシ群落等の水質

浄化機能のある在来の植物の保全を通して、水質悪化の防止に取組みます。 
○河川・琵琶湖の美化 

清掃活動等の推進により河川、琵琶湖の

美化に努めます。 
○魚、水中生物等の保護 

河川、水路および琵琶湖等に生息する魚、

水中生物などの保護に取組みます。 
○地下水の保全 

重要な役割を果たしている地下水の汚染

防止、水量の確保に取組みます。 
 

 

 
○地球温暖化防止の推進 

地球温暖化防止を推進するための計画の策定と対策の実施、地球温暖化対策を

計画的に推進するために、地球温暖化対策実行計画等を策定し、それに基づいた

対策を実施します。 
○省エネルギー活動の推進 

    地球温暖化防止や資源の有効利用の観点から、家庭、学校、オフィス、工場な

どでの省エネルギー推進体制を構築し、計画の策定、普及啓発、活動支援など

の取組みを推進します。 
○自然エネルギー普及の推進 

     地球温暖化防止や地域のエネルギー自給率の向上を目的に、自然エネルギー普

及を図るため、計画の策定、普及啓発などの取組みを推進します。 
○新エネルギー施策の導入 

     新エネルギーを計画的、積極的に導入するため関連する計画を策定します。 
○エコドライブの推進（アイドリングストップ等） 

     地球温暖化防止を目的に、自家用車、業務用車両などのエコドライブを推進し 
ます。 

○環境マネジメントシステムの積極的導入 
    事務所等での環境マネジメントシステム構築を推進するため、普及啓発、学習

会の開催、支援施策の実施などの取組みを進めます。 

４．健全な水環境の保全 

 

５．快適な生活環境の保全 
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（１）目指す環境像 

高島市は、森林や田園地域、琵琶湖などの多様で豊かな自然の恵みを受けて歴史を

積み重ね、発展してきました。 

しかし、最近のまちの発展は、このような自然を破壊することにより得てきたもの

であり、この影響が身近な環境から地球規模にまで広がり、私たちの生活や活動と環

境との関わりを見直さなければならないときがきています。 

自然と人の暮らしが調和されてきた環境を大切にしながら、持続可能な資源循環型

のまちづくりのしくみを確立する必要があります。 

このことから、環境面からみた高島市のあるべき姿として、環境像を次のとおり定

め、その実現を目指しています。 

 

 

 

 
 

（2）目的達成のための具体的取り組み 

６．環境に配慮した取り組み 

 

水と緑と人を大切に、自然と共生するまち 

～未来へ誇れる高島市の環境づくり～ 

●ごみ減量大作戦  

～紙ごみ減量プロジェクト～ 

『めざそうよ！紙ごみ減量 日本一』  

高島市のごみ処理量は、平成２１年度で

約２万トン、そのゴミを処理するために約

１４億５千万円の経費がかかっています。 
排出されるごみのうち７割が「燃えるご

み」であり、また「燃えるごみ」のうち６

割（全体の４割強）がリサイクル可能な紙

ごみです。 
このことから平成２３年度より紙ごみの

分別を徹底し、燃やせるごみを削減するた

め「ごみ減量大作戦 ～紙ごみ減量プロジ

ェクト～」を展開しています。 

平成２３年度は、市民提案事業を活用し、高島市シルバー人材センターと高

島市エコライフ推進協議会の協力で、千回余りの学習会を開催し、５２５．８

トン（平成２１年度比）の燃やせるごみを削減しました。 
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●森林、里山の保全 

里山保全団体の育成や自然観察会、

里、山、林を知るための講座開催、森

林体験を通して森林、里山の保全に取

組んでいます。 
また、間伐を進め、人工林の多面的

機能を向上させるとともに、間伐材等

の有効活用に取組みます。 
森林は、琵琶湖の水源域であり、野

生鳥獣の生息場所でもある奥山に残さ

れた自然植生を損なわないよう維持し

ます。 
 

●環境にやさしい農業の振興（農業振興課） 

水源かん養など多様な環境保全機能を持つ農地、農業を推進しています。 
また、環境や食の安全に配慮した有機農業などを推進しています。 
農業排水の浄化、汚濁水、富栄養化の要因となる排水を流さない農業を推進し、

自然農業を推進するとともに、消費者確保に努めています。 
 

【高島森林学校】 

【森林セラピーロード】 

●市役所庁内の推進体制 

 ■たかしま環境マネジメントシステム（ＴＥＳ）の取り組み 

環境政策課にＴＥＳ推進事務局を設置し、環境基本計画の推進、連絡・調整、環境

マネジメントシステムの運用などを行っています。具体的には、環境政策を実施する

際の各部局間の調整や進捗状況の管理などを行っています。 

■グリーン購入の取り組み 

商品などを購入する際、必要性を十分考慮し、価格や品質だけでなく環境のことを

十分考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを優先的に購入する「グリーン購入」

を積極的に取り組んでいます。 
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【「たかしま生きもの田んぼ」プロジェクト】 

【環境学習・環境学習出前講座】 

【環境推進員研修会】 【エコライフ推進協議会】 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●環境学習の推進（環境政策課） 

次世代を担う子供たちが、生命の尊さを

理解し、自然に対する感性や環境を大切に

思うよう、体験や遊びなどを通して自ら考

え行動する環境学習を行っています。 
また、職場および地域での学習会の開催

など多様な主体が協働して、身近な生活行

動と環境との関わりや自然環境について

具体的な行動につながる環境学習を推進

するため出向いています。 
 
エコライフ推進協議会や環境推進員の

活動を応援し、市民との協働による環境保

全などの活動を推進します。 
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●びわ湖源流の郷たかしま戦略 

高島市は、琵琶湖へ注ぐ水のほぼ 3分の 1を生み出し、森林と平野、琵琶湖が川

によって結ばれている自然豊かな地域です。これまでその恵みを活かした魅力あ

ふれる文化を形成しつつ、自然と共に暮らしてきました。 

本戦略は、生物多様性基本法に基づく生物多様性地域戦略を「びわ湖源流の郷た

かしま戦略」として、本市の財産である多彩な自然を守り、市内の生物多様性の保

全と持続可能な利用を図ることによって、産業振興と地域の活性化を推進し、高

島ならではの生物多様性を次世代に継承していくことを目的としていますが、生

物多様性の保全にとどまらず、市民が地域に誇りを感じ、高島市が元気になるた

めの方策も含んでいます。 

 

 ■高島市の３つのエリア 

広大な琵琶湖の水源をになう豊かな森林に恵まれた高島の奥山を「里山」、田畑

や人々の生活環境が広がる平野部を「里住」、のどかで美しい湖岸部を「里湖」と

名付けます。 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

≪３つのエリアのイメージ図≫ 

 

７．新規計画の策定 
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＝共通する取り組み＝ 
 

■施策の推進イメージ 

高島市の豊かな自然環境を守り続けることは、市の活性化と発展に強く結びつ

きます。 

「里山」「里住」「里湖」の全エリアで施策を推進していくことにより、「水を養

い 水と暮らし 水でつながる高島」の実現を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「水を養い 水と暮らし 水でつながる高島」の実現 

将来像 

 


